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《平成２８年産水稲作柄概況》 

＊ ＪＡかとり管内の米の集荷状況は、9 月 26 日現在で契約対比が 100％となりましたが、地域別に

見るとまだ 90％台の場所も残っています。また、コシヒカリ等遅刈りの品種で充実の不足等による

格落ちが非常に多くなっています。千葉県では 8 月以降台風の到来による降雨や強風の影響で、登熟

不足やそれによる刈り遅れが発生しているためと思われます。また、米以外の作物でも、天候不順に

よる生育不良や病害の発生が心配されますので、農薬の適期散布など適切な栽培管理に努めましょ

う。 
《ＪＡの健康診断・人間ドックのご案内》 
【基本料金】健康診断 4,290 円・人間ドック 28,050 円 

＊健康診断 ：11 月 2 日（水）女性部研修センター（小見川支店隣り）9:00～11:30、13:00～14:30 
11 月 7 日（月）府馬入小保内青年館 13:30～15:00 
11 月 22 日（火）東庄経済センター9:00～11:30、13:00～14:30 

＊人間ドック：11 月 4 日（金）、7 日（月）女性部研修センター（小見川支店隣り）9:00～11:30 
《ＪＡ飼料用米対応資金》☆飼料用米に対する短期つなぎ資金 
＊ＪＡかとりへの飼料米出荷生産者のつなぎ資金貸付対象金利（末端 0.5％）に対し支援する。 

 

《平成 28年産米集荷積上げ運動実施中！！》 

＊最終検査日は、10 月 14 日（金）です。28 年産米の全量集荷に向け自家用米等お早めにご確認のうえ、

1 俵でも多くの出荷にご協力をお願い申し上げます。 
《豚肉情勢について》 

＊枝肉相場の 10 月の予想と致しましては、農水省発表で 510 円（前年対比 110.6％）、出荷予測と致しま

しては 1,448 頭（前年対比 100.0％）と、どちらも前年を上回ることになっております（JA 全農ミートフ

ーズ㈱ 2016.9.5） 

 

《本年度の台風被害によるパイプハウス等への緊急支援対策実施中！！》 
＊本年度の台風被害で破損したパイプハウス等の修復（建替え含む）に使用する被覆資材（ビニール・

PO フィルム等）及びパイプハウス部材（工事費除く）とします。 
支援対策の内容は下記の通りです。 
（1）被覆資材（ビニール・PO フィルム等）：供給価格（税込）の 5％値引き 
（2）パイプハウス部材：供給価格（税込）の 5％値引き 
（3）パイプハウス一式：供給価格（税込）の 5％値引き 
受付期間は平成 28 年 12 月 30 日までです。お問い合わせは各経済センターまでお願いします。 

 

《計画出荷のお願い》 
台風及び長雨の影響もあり、出荷品目全般が品薄となっております。 
このような時にこそ計画出荷を心掛け、市場から信頼される産地を目指しましょう。 
《『しろはと』出荷を開始！》 
１０月より『しろはと工場』が稼働します。 
出荷者の皆様におかれましては、ベニアズマの下等品（Ｃ品等）について、茶箱及びコンテナでの出

荷対応をお願い致します。 



 

住宅ローン相談会を全支店にて開催します！ 
自宅の新築・増改築・借換をお考えの方で、平日お勤めで時間が取れない方は是非この機会にご相談く

ださい。ご来場お待ちしております。 
日時  平成 28 年 10 月 16 日（日）9：00～15：00 

 
ＪＡ飼料用米対応資金 を 8 月 1 日より取り扱い開始しています。 
飼料用米、ＷＣＳ用稲を出荷の方 
 
 
 
 
商品の詳しい内容はお近くの支店窓口までお気軽にご相談ください。 

 

平成 28 年 8 月に上陸した台風 9 号でマイホームに被害はありませんでしたか！ 
JA かとり管内で建更加入世帯の被害棟数は 117 件（9 月 12 日現在の報告件数）ありました。 
建更加入者で建物（家財）に被害があった場合は、各支店までご連絡ください。 

 
火災や自然災害（台風・洪水・竜巻・落雷）・地震などからマイホームを守る 
JA の建物更生共済「むてき」 

火災や自然災害・地震の保障のほか盗難による盗取・損傷、汚損、また火災や自然災害によるケガ

の保障もします。（マイホームだけでなく事業用物件や神社等のほか建物内の家財・家具にも加入で

きます。） 
掛捨てではなく満期があります。 
一定の居住用家屋や生活用動産を対象とする場合「地震保険料控除」の適用が受けられます。 
地震や異常気象で自然災害が増えている昨今、建物への補償を検討してみてはいかがですか！ 

お問い合わせは、各支店共済窓口まで！ 

                                         
お問合せ先：ＪＡかとり担い手支援推進本部 

指導経済部営農生活課 
Tel 0478-70-7712 

「水田活用の直接交付金」は出荷してから実際に交付されるまで期間を要します。 
年末に資材の支払いがあるけれど、年内に交付されるかな・・・？ 
そんなときに、交付金が交付されるまでの間、運転資金としてご利用いただけます。 


